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あきらめない心を大切に 

新年 明けまして おめでとうございます 

2025年がいよいよ始まりました。本年も引き続き本校の教育活動へ 

のご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします。  

３学期は、ホップ・ステップからいよいよジャンプの時期となりま 

す。今の学年の一年間の総仕上げをするとともに、次年度への進学・ 

進級に備える季節です。生徒一人一人が自分の良さと可能性を見出しながら、夢や希望をも

って、新たな年度に向かえるよう、教職員一同で導いていきます。ご家庭におかれまして

も、改めて新年に向かう思いを、お子様と語り合っていただければと願っております。本年

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

さて、皆さんは、イソップ寓話の「カラスと水差し」を知っていますか。次のようなあら

すじですが、考えながら読んでください。 

一羽のカラスは、長い旅を続けていて、のどがカラカラに乾いてしまって 

いました。あるところで、底の方に少しだけ水が入っている水差しを見つけ 

ました。水を飲もうとしたカラスですが、水差しは水が少ししか入っていな 

い上に飲み口も細くなっているので、水面までくちばしが届きません。カラ 

スは途方に暮れましたが、何とかしてこの水を飲もうとあらゆる方法を試し 

ました。しかし、なかなか水を飲むことができません。あきらめられないカ 

ラスは、とあるいい方法を思いつき、実践したところ、見事に水を飲むこと 

ができたのです。   

皆さんは、カラスはどのようにして、水を飲めたと思いますか。 

カラスは、近くに落ちている小石を拾い集め、ひとつずつ小石を水差しの中に落としてい

きました。すると、水差しの水位は、石を入れた分だけ増えていき、ついにくちばしに届い

たのです。こうしてカラスは、命を長らえることができたのでした。 

 「カラスと水差し」から学ぶ教訓は、２つあります。一つは、「発明は必要の母」。不自由

や不便なことがあるから、それを打開するために、はじめて発明があることをいいます。何

か成功するために考えに考えて、ひたすら考え抜いていけば、気づきや思いつき、ひらめき

が生まれるものなのです。もう一つは、「工夫を凝らして挑戦し続ける」。一つ一つの行動

は、目標を達成するまで、わずかなものかもしれません。でも、たとえわずかな一歩でも着

実に目標に近づいていくわけです。あきらめずに挑戦を続けていれば、やがてゴールにたど

り着くものなのです。「塵も積もれば山となる」とはこのことなのです。 

 寓話とは、「教訓を伝える物語のこと」をいいます。紀元前にこの物語が成立していたと

いう事実から、はるか昔から人々への教訓は共通していたと思うと面白いですね。 


